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現代文化学科 「マス コ ミ情報 コース」 における

情報処理教育の展開

太 田 信 宏 飯 野 守

1は じめ に

本学の旧文芸科は、文芸 コースとマスコミ

コースの2コ ース制を採用する学科であった。

周知の通 り、「文芸」は言葉 による芸術表現

を意味する語であり、旧文芸科では、従来か

らゼ ミナールなどの場で文章を読み ・書 くこ

とを重視するとともに、旧マス コミコースで

は、メディアの特性を理解 し、メディアの伝

える情報をさまざまに読み解 く力(い わゆる、

メディアリテラシーに相当する)を 身につけ

ることを、教育の内容の柱 としてきた。

ζの旧文芸科は2000年 度に大幅なカリキュ

ラみの変更を行い、同時にマスコミ情報コー

スと文芸コースの2コ ース制の 「現代文化学

科」へ と名称変更した。そして、このカリキュ

ラム ・名称変更にあたっては、従来の文芸の

枠にとらわれず、より幅広 く 厂現代の文化」

の理解を基本に据えたうえで、特にマスコミ

情報コースにあっては、①情報処理教育に本

格的に取 り組むことにより、コンピュータを

はじめとする情報機器を使いこなす能力(コ

ンピュータリテラシーないしは情報リテラシー)

を高め、さらに、②文化やメディアに関する

理解と情報処理教育を結びつけることにより、

情報の発信者 となれる人材を育成するという

目標 を掲げた。マスコミ情報コースのカリキュ

ラムはこのような考えに基づいてつ くられた

もので、その柱の一つが、情報処理士の称号

付与を可能 とするカリキュラム(以 下、仮に

情報処理士認定カリキュラムと呼ぶ)で ある。

情報処理士は～全国大学 ・短期大学実務教

育協会が認定する称号であり、定められた科

目を20単位以上履修することにより与えられ

る。本学では、規程に沿って新たに7科 目14

単位を新設し、また、1科 目2単 位は既存の

科 目を、残 り4科 目4単 位は図書館学科 目な

いし教養科 目をもって充当することにより、

必要な科 目として12科 目20単位分 を設置 した

(注1)。

以上が今回のカリキュラム ・名称変更の概

略だが、ここでその意義について、若干敷衍

しておきたい。いうまでもなく、急速な情報

化の進展 とい う現実が、その背景にある。・

『情報通信白書』(平成13年 版)に よると、日

本のインターネット利用者は2000年 末 に4,708

万人に達 し、前年比74%増 という急速な伸び

を示 している(注2)。 この数字は情報化への

道が加速を続けていることを示 している。そ

して、このような中にあって、主体的に生 き

てゆくためには、情報機器 を自由に使い こな

し、さまざまな情報にアクセスする能力(い

わゆる情報リテラシー)を 身につけるととも

に、更には、自分自身で情報発信で きる能力

の育成が不可欠である(注3)。

・この育成はまた
、学校教育の課題でもあり、

たとえば、本学のカリキュラム変更 とは前後

するが、比較的最近の大学審議会の答申も、

「グローバル化時代に求め られる教養 を重視

した教育」の内容の一つ として 厂情報リテラ
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シーの向上」を掲げている。そこでは、「大

学教育においては、学生に、グローバルな広

が りで、主体的に情報を収集し、分析 し、判

断し、創作 し、発信する能力 を養 うことが不

可欠である。その際、情報モラルや、情報機

器及び情報通信ネットワークの機能にかかわ

る基本的知識や能力の習得を重視することが

必要である」 とされ、高等学校までの情報教

育とは質的に異なる情報 リテラシー教育の必

要性が説かれている(注4)。 現代文化学科マ

スコミ情報 コース立ち上げの狙いの一つも、

社会のこのような要請に高等教育機関として

応えることにあったのである。

本稿は、以上のようなマスコミ情報コース

のカリキュラムが2000年 度春学期から順次立

ち上がることを期に、本学学生のコンピュー

タ利用実態や、主 として情報処理士認定カリ

キュラムの科 目を中心 とした本学情報処理教

育の現状と問題点に関し、文教大学女子短期

大学部の2000年 度共同研究費の交付を受けて

行 った研究の報告である。執筆分担は、第1

章 「はじめに」が飯野、第2章 「現代文化学

科生のコンピュータ利用実態」が太田、第3

章 「情報処理士認定カリキュラム」は太田 ・

飯野による分担執筆、第4章 「おわりに」は

飯野 となっている。

甫実態についての分析を試みた。今回調査の

対象とした学生は図2-1の とお りである。

2000年 度 生 2001年 度 生

抜 コミ鶻 コース 83 59

文 芸 コ ー ス 26 21

合 計 109名 80名

図2-1調 査対象者数

11)パ ソコンの所有状況

・インターネットの急成長を社会背景にパソ

コンの所有率は年々上昇 しているが、今年度

の調査で初めて所有率が5割 を超えた。この

数字は短大全体で見た場合 と現代文化学科だ

けで見た場合 とでそれほど違わないことから、

全体的な傾向であると判断で きる。ただ現代

文化学科では特に2001年度の伸び率が高くなっ

ている。

図2-2パ ソ コンの所有状況

2現 代文化学科生のコンピュータ

利用実態

現代文化学科は2001年 度で2年 目を迎えた

わけであるが、さまざまな社会情勢の変化な

どか ら初年度の学生と2年 目の学生 との間に

は、コンピュータ利用実態や情報 リテラシー

などの面で若干の相違があるようにも思える。

以下に示すデータは新入生に対 して本学が毎

年4月 に実施 している 「コンピュータ利用に

関する調査」を集計 したものである。この結

果を基 に、ここ2年 間の学生の状況並びに利

またグ ラフには表れていないが、パ ソコ ン

.が冢族兼用ではな く、自分専用のものである

という学生が1割 程度含 まれている。一家に

二台か ら一人一台の時代へ と移行が進んでい

●る状況 も読み取れた
。

また入学時点におけるパソコン利用経験:は

2000年 度生'が94%、2001年 度生が95%で ほと

んど葦炉存かったことから、たとえ自宅にパ

ソコンがなかったとしても、中学 ・高校といっ

た教育現場を中心に、パソコンを利用する機

会 は確実に増加 しているといえる。
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(2)ソ フ トウェアの利用実態

次に主なソフトウェアの利用実態 を分析す

る。調査の形式はソフトウェアごとに 「十分

使える」「最低 限使える」 「さわった程度」

「経験 なし」の4段 階で自己評価す るように

なっている。集計の結果、入学時点ではマス

コミ情報コースと文芸 コースの学生の間にそ

れほど目立った差異がなかったことから、こ

こでは現代文化学科全体の傾向を2000年 度と

2001年 度 とで比較するこ『ととする。また短大

四学科を合わせた全体の数字が必要になる場

合は随時補足 していく。

① ワープロソフ ト

ー般的には利用頻度の高いソフ トと考えら

れるワープロであるが、「十分」 また:は 「最

低限」使えると答えた学生は今年度33%、 す

なわち約3人 に1人 の割合であった。

表れであろ う。

②表計算ソフト

表計算 ソフトは、最近では中学 ・高校 でも

かな り力 を入れて取 り組まれるようになった。

調査結果を見ても高校時代のコンピュータ授

業では、表計算ソフトとワープロがほぼ半々

の状況である(中 学ではまだワープロの割合

がかなり高い)。 しかしなが ら表計算 を 「十

分使える」 と答えた学生は0%(昨 年度1%)

であり、「最低限使える」学生 も14%(同16

%)と いう状況であった(図2-4)。

図2-4表 計 算 ソーフ トの利用経 験

図2-3ワ ー プロソフ トの利用経験

パソコンの所有率や普及度から考えるとや

や低いという印象を受ける数字である。ただ

短大全体では同 じ数字が24%と なっているこ

とから、四学科全体で見れば現代文化学科の

学隼はワープロ経験:が高い方であるともいえ

る(こ の5年 間、短大全体のワープロ経験率

は20～26%の 間を、ほぼ横ばいの状態で推移

している)。

数年前まではパソコンの中心的ソフ トであっ

たワープロであるが、電子メールやホームペー

ジといったインターネット利用が急増する中

でユーザの利用形態も多様化 していることの

この数字はワープロソフ トに比べるとかな

り低い。表計算に対する中学 ・高校での取 り

組みは行われているものの、十分な成果が出

るまでには至っていない と見ることができる。

表計算ソフトはビジネスシーンでの利用頻度

が高 く、同時に 「情報処理士」認定のための

指定科目で もある。今後 も本学の重点科 目と

して捉えてい く必要がある。

③インターネット(ホ ームページの利用)

インターネットは毎年の調査で、利用状況

が最も大きく変化 してきた分野である。

ホームページのブラウジングを行うのであ

れば、簡単なマウス操作だけでも可能なこと

から 「さわった程度」までを経験済みと考え

れば76%す なわち4人 中3人 までが利用経験

あ りと見ることができる。この数字は昨年度

が44%、 一昨年度が26%で ある。ここ数年間
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続 い ているイ ンター ネッ ト利用者の急増傾向

な どを考える と、2002年 度 の入学生 は、ほぼ

全員 が インターネ ッ ト経験 者 とい うような推

定 も可 能になって くる。

図2-5ホ ー ムペ ージの利用経験

増 した(短 大全体では7%→67%へ と増加)。

この最大の要因が携帯電話か らのメール利用

にあることは間違いがない。図2-8の とお り

携帯電話からのメール利用者は(プ ロバイダ

との両用を含め)95%に 達 している。

図2-8電 子 メールの接続 形態

④ イ ンターネ ッ ト(電 子 メール)

電 子 メールについて もホ ームページと同様、

1年 間で大 きな変化が見 られた。

図2-6電 子 メールの利用経験

図2-6の グラフにあるとお り、電子メール

利用者の割合はこの1年 で大幅に増加してい

る。メールを利用するためには当然メールア

ドレスの取得が必要になるが、次の数字がこ

れを裏付けている。

あ り なし 合 計

2000年 度 11(10%) 98(90%) 109名

2001年 度 63(79%) 17(21%) 80名

図2-7メ ー ルア ドレスの所有状 況

現代文化学科でメールア ドレスを所有 して

いる学生数はこの1年 間で10%→79%へ と急

総務省 「情報通信 白書(平 成13年 版)」 に

よれば西暦2000年 は 、携 帯電話 ・PHSに よ る

イ ンターネ ッ ト利 用者 が2,364万 人(1999年

は571万 人)と 一気 に増加 した年 とな った 。

これはパ ソコ ンだけを使 ってイ ンターネ ッ ト

接 続 している利 用者 の 数2,214万 人 を越 え る

数字 である。つ ま り2001年 度 の学生か ら電子

メールの利用が急増 した とい う現 象 は、社会

一般 の情勢 と完全 に一致 していることになる
。

なお携 帯電話の契約先 と して は、 図2-9に

あ るようにi-modeが 過 半数 を占め(34名)、

次 いでEZweb(10名)、J-SKY(10名)と

続 いている。短大全体 で見 て もこの割合は ほ

とん ど変 わ らない。実 はこの結果(割 合)も

総務省 の統計 と非常 に よく似 てお り、一般社

会 の縮 図が ここに現 れている。

図2-9携 帯電話の契約先

一30一



現代文化学科「マスコミ情報コース」における情報処理教育の展開

3情 報処理士認定カ リキ立ラム

3-1実 施 済 み科 目

情報科学(1年 次春2単 位)

(1)目標

「情報科学」は、AI(artificialintelli-

gence:人 工知能)の 研究 を指す ことがある

が、本学の 「情報科学」は情報の科学、すな

わち、情報 リテラシー教育の一環としての情

報に関する理論面および技術面の基礎知識の

提供を目的とするものである。全国大学 ・短

期大学実務教育協会の 「情報処理関係カリキュ

ラム ・ガイ ドライン」(注(1)参 照、以下単

に 「ガイ ドライン」 とする)で も、情報科学

は 「情報の本質、意義及び機能等、情報科学

の基礎的概念を把握する」 ものとされている。

全体の目標は、デジタルの技術により、どの

ような情報世界が実現 しているかにつ き、で

きるだけ正確 な理解を得させることとした。

(2)概要

情報処理士認定カリキュラムの基本科 目と

の位置づけから、主として、情報の科学必須

の基礎的な概念である、デジタル、コンピュー

タ、ネットワークについての基本的理解を重

視する内容 とした。

(3)内容構成

①情報の概念、情報の技術史

・情報 とは何か

・情報テクノロジーの発達

・デジタルの考え方

② コンピュータについて

・コンピュータの開発

・演算の仕組み(論 理回路)

・ダウンサイジング

・CPU 、OS、 記憶装置

③通信について

・通信の基礎知識

・インターネッ トの仕組み

(4)問題点と課題

本学現代文化学科は文化系の学科であるこ

とか ら、2進 法の計算など一部を除き、数式

などをほとんど使用せずに講義を進めた。一

方でできるだけ板書やOHPを 多用 して、目

で見ることにより内容を理解で きるよう心が

けた。けれども、・情報科学の内容を学生に十

分伝えることは難しく、好成績で合格する者

が非常に少なかった。

情報科学で取 り扱 う事柄に対する関心を学

生に持たせ、また、理解を促すためには、実

物や映像を多 く見せることの必要を痛感した。

特に、日常 目に触れる機会が少ない、HDD

やシリコンウェハ、超LSIな どについてこ

の配慮が必要であり、また、AD変 換やパケッ

トの概念な どについては、アニメーシ ョン

(動画)の 要素を取 り入れた映像素材 なども

有用と思われる。 しか し、これらについては

適切な教材が準備できない場合 も多 く、情報

処理士認定カリキュラムの科目全体について

言えることだが、専門のスタッフによる技術

的サポートにより、教材 を充実 してい くこと

が有益 と思われる。

情報処理概論(1年 次秋2単 位)

(1)目標

コンピュータとは問題解決のための道具で

あり、使用 目的や業務内容に応 じていろいろ

な使い分けが必要になる。この授業の目標は

コンピュータの構成要素であるハー ドウェァ

とソフ トウェァの知識をベースに、情報 を処

理するしくみ、お よび情報処理システムの形

態、機能、役割などを理解させることである。

(2)概要.

スーパーコンピュータからマイクロコンピュー

タまで、業務や利用 目的さらには要求される

性能によって、さまざまな種類のコンピュー

タが存在する。たとえば超高速計算が必要に

なるシステム、大量のデータ処理が要求され
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るシステム、安定性を優先しシステムダウン

が許されない業務など、きまざまである。こ

れ らを理解するためにハー ドウェアを構成 し

ている各装置について、その種類 ・特徴 ・仕
る

様などを学んでい く。また事務処理システム

や科学技術計算システムなど業務に応 じた適

切なデータ表現法についても学習する。さら

に機器の構成が信頼性 ・安定性 ・高速性に大

きな関係があること・また情報処理システム

を具現化するための設計手法や闘発手順など

についても学習する。

(3)内容構成

①情報処理 とは

・ハードウェアとソフトウェア

・科学技術計算 と事務処理

② コンピュータの種類 と歴史

③ コンピュータの装置と役割

④情報の表現

・文字の表現 と情報交換用コード

・いろいろな数値表現

⑤記憶のしくみ

1記 憶容量 と速度の関係{記 憶階層

⑥情報処理システム

・オンライン/オ フラインシステム

・バ ッチ処理 とリアルタイム処理

⑦装置の構成と信頼性

・稼働率/平 均故障間隔/平 均修理時間

⑧システムの開発と設計

・システム設計の手法;

・システムのテス トと運用
零

(4)問題点と課題

この授業は入学か ら半年後の1年 次秋学期

に開講 される。春学期の時点で多くの学生は

情報処理の演習授業(教 養科 目)を 履修 して

いるため、パソコンの基本操作や利用方法は

理解で きていると考えてよい。また併せて講

義科 目の 「情報科学」 も履修 しズいるので、

コンピュータの基礎的領域については学習が

済んでいることになる。しか しながらこの授

業の目標で もある 「コンピュータが晴報を処

理 していくしくみを理解する」という概念は、

なかなか難 しいようである。ユーザの立場か

ら見ると、パ ソコンの中はブラックボックス

になっている。内部的な動作が分か りにくい

のはある意味で当然ともいえる。またプログ

ラミングを学習していない学生にとらて、ソ

フ トウェアの概念や動作 を理解することも容

易ではないと考えられる6

パソコンしか繆験のない学生達に、実はもっ

と幅広いコンピュータの利用法や情報処理の

しくみがあること～そういう中で 『「パソコン

の利用」がどういう位置づけにあるか』を理解

させること・が今後の課題でもある。

なお 「情報科学」 とは、内容的な重複がど

うしても発生するが、カリキュラム上別科 目

として置いてある以上、それぞれが取 り扱 う

領域 を学生に分かるよう、明確に提示 してい

くことも必要であると考える。

プログラム演習(2年 次春2単 位)

(1)目標

コンピュータを動作させるために必要なソ

フトウェア(プ ログラム)『のしくみ＼プログ

ラムの組み立て方 と実行方法を身に付けさせ

る。またいろいろなアルゴリズムを学習しな

がら、基礎的でかつ実務的なプログラ.ムの作

成を行う。これらを通 してプログラミングの

基礎技術を習得させることを目標 とする。

(2)概要

表計算ソフトExcelのマクロ機能お よびプ

ログラミング言語VBAを 使用 して、いろい

ろなプログラムの演習を行 う。マクロについ

ては記録 ・実行 ・修正などの作業を通してマ

クロの機能や 目的を理解 させ る。VBAの 部

分では小さなプログラムを数多 く作成するこ

とに主眼をお く。実行環境がExcelで あるこ

とか ら、メッセージボックズやインプットボッ

クスを利用 した対話型処理を多く取り入れる。
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アル ゴリズムの部分はいわゆ る基本三構造 を

ベース に、1:F文 、For文 、While文 な どを さ

まざまに組 み合 わせてい く。なおオ ブジェク

ト指 向については対象 がプログ ラミング初心

者 であるこ とか ら、必要最小 限の説明程 度 に

とどめてお く。

(3)内 容構 成

①Excelの マ クロ機 能

・マ クロの記録/実 行/登 録/修 正/削 除

・マ クロ使用時 の注意(ウ ィルスな ど)

②VBAの 基 礎知識

・VBAの コ 「 ド記述 と環境設定

・VBAプ ロ グラムの実行 とデバ ッグ

③ プログ ラムの基礎知識

・定数 と変数
、 データ型、代入 と演算

・オブ ジェク ト
、 プロパ ティ、メソ ッ ド

ぐRange、Value、Clear、Select、

Activate、Offset丶Activecel1な ど)

・セルや ワー クシー トとVBAと の 関係

④ い ろい ろなプログラム作成

・MsgboxとhputBoxの 利 用

・条件分 岐(IF～Then～Else文)

・繰 り返 し(For～Next文While文)

⑤ 実務 的、実践的 なプログラム

・給料計算 プログラム

・乱数処理
、 じゃんけんゲーム

⑥ 表計算 ソフ トとプログラムの活用

・コン トロールの操作

・フォームの作成 と実行

・い ろい ろな活用法

(4)問 題 点 と課題

授 業の進度 について は、演習2単 位(週2

回授 業)で あ った ため進み方が速 い と感 じた

学生 がいたか も知れ ない。 しか し実際 は授業

の回転 が速いのであ って、一 回一 回の授業 は

む しろス ローペ ースであ った と思 う。授業 回

数が多 かった分、前回の復習 を授業 の冒頭 で

行 うな どの余裕がで きた。 プログラ ミングの

ように小 さな課題 を繰 り返す こ とで、理解 を

定着 させてい く授業では、週2回 は運営 しや

すい形態であると考える。

プログテミングについては、ほぼ全員が初

めてであったため内容的に戸惑う学生が多かっ

たと思 う。ただExcelは 経験:済みであったこ

とから、画面操作にはあまり苦労がなかった。

概念として難 しかったのは(プ ログラミング

の初心者は誰 もがそうであるが)変 数の意味

と代入の概念である。また条件分岐までは理

解できて も、繰 り返 し構造になるとつまずい

てしまう学生が見受けられた。

VBA特 有のオブジェク ト指向については

プロパティとメソッドの2点 を強調 して説明

した。本来は難解な概念であるが、実際には

2つ の違いをあまり意識しな くてもコー ド記

述できてしまうため、疑問に思う段階まで至

らなかった学生も多かったように思 う。当初

の計画では内容構成の⑥にあるコントロール

やフォームの作成までを予定 していたが、時

間の関係で割愛した。ただ仮に時間があった

としても⑤までで止めて、それ以前の部分を

何度 も練習する方がプログラミング習得の効

果は高まると考える。特に繰 り返 し構造など

は初心者にとって難解なテーマであり、十分

に時間をかける必要があると考える。

情報文化論(1年 次秋2単 位)

(1)目標

2000年 度は、情報科学(1年 次春2単 位)

と同一の担当者が担当 し、情報科学と対 とな

る入門的科 目という位置づけで、情報の文化

的側面を取 り上げた。この理解 を通 じて、情

報 と文化の関わりを知 り、情報 を主体的に読

み解 く力 という意味での、情報 に対するリテ

ラシーを身につけさせ ることを目標 とした。

(2)概要

全体 を三つのテーマに分けた。①「情報化

の歴史と情報化社会の実際を知る」では、イ

ンターネットの文化論的意義 などを、②「情
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報 と文化 との関わ りを考える」では、メディ

ァ論などを、③厂主体的に生 きるためには」

では、情報のグローバル化、情報公開、リテ

ラシーなどを順次取 り上げ、情報 と文化との

関わりをさまざまな側面から論 じた。

(3)内容構成

①情報化の歴i史と情報化社会の実際を知る

②情報 と文化 との関わりを考 える

③主体的に生 きるためには

(4)問題点 と課題

情報化への道、情報のネットワークの文化

論的意義、メディア論、メディアリテラシー

など、雑多な論点を次々に取 り上げていった

ため、取 り上げた論点同士の関連がわか りに

くく、また、テーマが伝わりにくい嫌いがあっ

た。

マスコミ概論(壌 年次春2単 位)

(1)目標

マスコミ概論は 「社会情報論」の読み替え

科 目となってお り、社会学的な内容が求めら

れている科 目である。前掲の 厂ガイドライン」

では 「社会における情報のもつ意義、影響等

に閣 して歴史的及び機能的考察を行 う」とさ

れてお り、読み替え科 目として 「マスコミュ

ニケーション論等」が挙げられている。

本学の 「マスコミ概論」は現代文化学科全

体の必修科 目であ り、現代文化学科の基幹科

目の一つ という位置づけである。

(2)概要

2000年 度は、マスメディアを現実をさまざ

まにゆがめてみせる 厂歪んだ鏡」 と捉え、真

実を見抜 く目をもつ賢い受け手となるための

さまざまな注意点を、プライバシー侵害や誤

報などの具体的事例 に基づいて考えさせる構

成であった。

(3)内容構成

①情報の三段階の流れ

②事件報道と誤報の問題

③報道の自由とプライバシーの侵害

・④マスメディアの中の差別

情報処理B(教 養科 目1単 位)

(1)目標

この授業のテーマはデータの加工である。

表計算ソフ トによるデータの計算、検索、集

計、抽出、並べ替え、グラフ化 といったさま

。 ざまな処理を行いながら、データを効率的に

加工 してい く技法 を習得 させる。題材 として

はで きるだけビジネスの現場を意識した実用

的、実践的なテーマを取 り入れる。

(2)概 要

ワープロと並んで利用頻度の高いソフトが

表計算である。この授業ではExce1を 使用 し

てデータ処理の基礎から応用までを学習する。

項 目としては、ワークシー トやセルの基本操

作 、計算式 と関数の使い方、様々なグラフ表

現、データの並べ替 え、データベース機能を

使ったデータの検索 と抽出、クロス集計など

である。技術習得のためには反復 して練習す

ること、またできるだけ広い分野の題材 を扱

うことが必要である。さらにソフト単体の技

術習得で終わるのではなく、たとえば作成 し

た表をワープロと連携 させたり、ネットワー

クを活用 してデータを共有/流 通させる技法

な ども学習 させる。

(3)内容構成

①表計算:ソフトの機能と操作

・Exc61の基本操作、セルの入力 と編集

・セルの複写、移動、削除

・表の体裁(文 字装飾、罫線、背景等)

②計算式の利用

・式の入力 と複写

・相対参照 と絶対参照

③関数の利用

・SUM 、AVERAGE、MAX、MIN

・COUNT 、RANK、VLOOKUP、IF

④グラフによる表現
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・棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフ

・積重ねグラフ、3Dグ ラフ、混合グラフ

⑤データベース機能

・データの並べ替えと集計

・データの検索と抽出

⑥応用的な使い方

・ワープロソフトとの連携

・ネットワークの活用

(4)問題点と課題

Excelは 非常に多機能なソフ トである。た

とえば関数の種類だけで300種 以上 もあ り、

これにマクロ機能やVBA言 語なごを駆使 し

ていけばかなり高度なアプリケーションを作

成することも可能になる。したがって習得 目

標 をどのレベルに設定するか というのはなか

なか難しい問題になる。現実には受講する学

生のレベルや、授業回数上の制約か らおおよ

その目標 ラインは決まって くる。 「情報処理

B」 は、カリキュラムとしては教養科 目に位

置づけられていることから、現代文化学科以

外の学生 も多 く履修 している。履修要件 とし

てば 「パソコンの基本操作 を習得 しているこ

と」 となっているが、時間割上の制約 なども

あって要件を満たさない学生 も混在している。

前章のコンピュータ利用実態の調査結果にも

表れていたが、表計算ソフ トを高校 までの授

業で受講 している割合は増えているものの、

実用的に使えるレベルにまで達 していない学

生が数多 くいるd授 業は基礎的な内容 をベー

スに一部中級 レ縛ルの題材を取 り入れている

が、学生の反応ば 「やや物足 りない」 と感 じ

る学生がいる一方で 「難 しい」 と感 じる学生

も一定数存在するように思 える。受講者が

「マスコミ情報コース」の学生だけであれば、

たとえばプログラミングの要素を強化する、

他のデータベ」スと連携させるといったやや

上級のアプローチも可能になるが、現実的な

対応 としては、レベルの異なった複数の課題

を準備 してお き、進度の速い学生が時間を持

て余すことなくレベルアップしていけるよう

な工夫が必要であると考える。

情報検索演習1(2年 次春1単 位)

(1)目標

情報検索の技術 は、コンピュータの発展に

伴って進歩 してきている。最近ではインター

ネヅトの普及によって、Web上 で検索を行う

ことも珍 しくなくなっている。しかし求める

情報を的確かつ、効率 よく探 していくには検

索のための知識や技術 を覚えることが必要に

なる。この授業ではオンラインデータベース

の検索技術を習得することを目的とする。

(2>概 要

情報検索 どはどのようなものであるか、ま

た情報検:索を行うためにはどのような環境が

必要であるか(ハ ー ドウェア、ソフトウェア、

ネットワーク、データベース等…)な どを

知識として正 しく理解させる。また情報検索

の練習用CD-ROMを 用いて、実際 にパ ソコ

ンを使ったさまざまな検索手法を演習する。

題材 としては、人物略歴情報データベース、

雑誌記事情報データベース、図書内容情報デー

タベース、新聞記事データベースなどを使用

する。

(3)内容構成

①情報検索 とはどういうものか

・オンラインデータベース

・Web検 索 とCD -ROM検 索

②情報検索に必要な環境

・ハー ドウェア/ソ フ トウェア

・ネッ トワーク/デ ータベース

③データベースの検索演習

・人物略歴情報データベース

・雑誌記事情報データベース

・図書内容情報データベース

・新聞記事データベース

④いろいろな検索技法

・前方一致検索/後 方一致検索
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・完全一致検索、ワイル ドカー ド

・論理演算子 とコネクション機能

(AND、OR、WITHOUTな ど)

(4)問題点 と課題

データベース検索に必要な技術 とは、検索

のためのキーワー ドをどう選び、それらをど

のように組み合わせればよいかということで

ある。そのためには、いろいろなデータベー

スを使 って数多 くの検索練習を積み重ねてい

くことが必要になる。ただし集団授業の中で

実存するオンラインデータベース(多 くは有

料である)を 全員一律に体験させることには、

さまざまな問題が生 じる。たとえば 「課金」

「ユーザ登録」「ネットワークの安定稼働に対

する保証」 といった問題である。これらを解

決する一つの手段がCD-ROM版 デー タベー

スの活用である。本授業で もCD-ROMを 利

用 した検索演習を中心に内容を組み立ててい

る。ただしCD-ROMに も一欠点がある。デ ィ

スク上のデータは更新されないため、当然一

つの検索条件からはいつ も同じ検索結果 しか

生まれない。またある程度の期間使っている

と情報 自体が陳腐化 してしまうことになる。

検索練習に適 した良いCD-ROMが あま りな

い状況の中で、適切な教材をどう探 してい く

かという点が今後の課題の一つである。

なお演習中にAND検 索やOR検 索などが出

てくるが、これらは1年 次 「情報科学」で学

習した論理演算(ANDやOR)を 実践できる

好題材 といえる。知識として学んだ内容 を実

践の場で活かす、さらには科 目間の連携 を意

識させることができる良い機会 として捉えた

いo

を総称 してマルチメディア情報 というが、こ

の授業では、個々のデータの特性 を知ると同

時にこれ らマルチメディア情報 を統合的に活

用 していく方法を学習する。最終的にはウェ

ブページを利用 したマルチメディア情報の活

用ならびに情報発信が 目標である。

(2)概 要

マルチメディア情報にはデータの特性に応

じて、さまざまなデータ種別があることをま

ず理解させる。図形、画像、アニメーション

といったデータを中心に、マルチメディアデー

タを取 り込んで加工する技法 を学習する(編

集、合成、圧縮など)。またウェブページを

利用するためにHTML言 語やリンクの概念、

さらにプログラミングの知識 を活か したアニ

メーションの手法 も学習する。これらを通 し

て自分自身のウェブページを作成 し、効果的

な情報発信の手法を身に付ける。

(3)内容構成

①マルチメディア情報とは

②いろいろなデータ種別と特性

・文字データの扱い

・図形/画 像データの扱い

・動画/音 声/ア ニメーション

③マルチメディア情報の編集と加工

④ ウェブページの基礎知識

・HTM:Lと タグ

・リンクの概念

⑤ ウェ・ブページの活用

・マルチメディア 情報の検索/取 り込み

⑥ ウェブページの作成演習

・アニメーションの作成

・マルチメデイア情報の発信

3-2開 講予定科目(2001年 度秋学期から)

マルチメディア演習(2年 次秋2単 位)

(1)目標

文字、図形、画像、動画、音声データなど

コミュニケーション倫理 と法制

(2年 次秋2単 位)

(1)目標

「情報倫理」の読み替え科 目である。内容

に関 し、前掲の 「ガイ ドライン」 は、「知的
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財産権、個人情報の保護i、セキュリティ等」

情報を取 り扱 うにあたって必須の知識を学ぶ

ものとしている。いうまでもなく、これらの

テーマは、情報のデジタル化、ネットワ「ク

化、グローバル化に伴い、現代的課題 として

対応が求められているものである。

講義では、従来の法制や倫理の枠組みを踏

まえたうえで、情報化が進む現代社会の目標

を 「情報の自由な流通」と捉えて、その実現

のために解決 しなければならないことは何か

を考えさせ、新しい状況にどのように対応 し

ていくかにつき、十分な理解 を得させること

を目標 とする。

(2)概要

①伝統的な表現権理論を出発点とした、表

現 に対するさまざまな規制の問題、②デジタ

ルとネッ トワークということを基本 とする現

代の情報化社会における、通信と放送の融合

状況に関わる法的問題、③ グロ匝バル化 とい

われる状況など、新たな状況への対応が求め

られているネットワーク固有の法的 ・倫理的

問題、お よび、④従来の表現権理論の課題と

しては十分論 じられてこなかったが、現実に

は 厂情報の自由な流通」 という目標 と衝突の

おそれがある著作権などの知的財産権 を中心

とする私法領域の課題、以上を順次取 り上げ

る。

(3)内容構成

①表現の自由と表現の事前 ・事後規制

②通信と政送

③ネッ トワーク固有の法的 ・倫理的問題

④著作権などの知的財産権

情報ネッ トワーク論(2年 次秋2単 位)

(1)目標

イ≧ター率ツトが普及 したことで、非常に

多 くめ情報がネットワーク上を流通するよう

になり、日常生活にも様々な変化や影響が生

じている。この授業ではインターネットの現

状 としくみ、社会 的な基盤iや背景 、 さらには

セ キュ リテ ィ問題 な ど、さまざまな側面 か ら

情報 ネ ッ トワーク という ものを学 び、正 しい

知識習得 を 目標 とす る。・

(2)概 要

インターネ ットを中心 と した ネッ トワーク

の し くみや特徴 を学習 し、 インター ネッ トを

利用 す ることによって何 がで きるようになる

か を理解 させる。また個人情報の保護やセキュ

リテ ィ、 コンピュー タウィルスに関する問題

な どネ ッ トワー クの影 の部分 に も焦 点を当て

て い く。 さらに最近盛 んになっているインター

ネ ッ トを利用 した ビジネス、電子商取引 な ど

につい て も学習 してい く。

(3)内 容 構 成

① ネ ッ トワークの しくみ

・情報伝達の歴i史とインターネ ッ ト

.・いろいろなネ ッ トワーク(:LANとWAN)

② イ ンターネ ッ トの特徴

・プロ トコル/IPア ドレス/ド メイ ン

・イ ンターネ ッ トのサー ビス

③ ネ ッ トワークの特性 と諸問題

・セキュ リティ と個人情報 の保護

・知的所有権/著 作権 問題

・コンピュータウィルス

・暗号/電 子署名

④ ネ ッ トワーク とビジネス

・インターネッ トシ ョッピング

・電子商取引/電 子マ ネー

情報検索演習H(2年 次秋1単 位)

(1.)目標

インターネットは巨大なデータベースとも、

巨大な図書館 ともいわれている。・この中には、

無数の情報があり、情報を適切に探 し出す こ

とがで きなければ、巨大な迷路に入 り込んで

しまう。この授業ではインターネット上にあ

る無数の情報の中か ら、いかにして有効な情

報 を見つけ出せばよいかを学んでい く。同時
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に 「情報検索演習1」 で習得 した知識技術 を

発展 ・定着 させてい くことを目標 とする。

(2)概要

インターネット上にあるさまざまな検索エ

ンジンについて学習する。ディレクトリ型エ

ンジンとロボッ ト型エンジンそれぞれの利用

方法を学ぶ。また同一のキーワー ドであって

も検索エンジンによって検索結果にはかなり

の相違がある ことから、目的や特性 に応 じた

適切な検索エンジンを選択 してい く方法など

も身に付ける。

(3)内容構成

①検索に必要な技術 ・知識.

②検索エ ンジンの種類

・ディレクトリ型エンジン

・ロボット型エンジン

③いろいろな検索エンジンの使い方

・YAHOO!

・Google

'900

・infoseekな ど

④検索の練習

・ディレク トリの分類/見 方

・キーワー ドによる検索

・演算子 を組み合わせた検索

習得する。またすでに学 んだExcelの データ

ベース機能との共通点や相違点を理解させる。

さらにこれまで使用してきた複数のアプリケー

ションソフ トを相互利用 しなが ら、情報を有

効活用する方法についても学習する。

(3)内容構成

①データベースとは

・ブイール ドとレコー ド

②データベースの基本操作

・データベーステーブルの定義 と作成

・データの入力 と修正

・フオームのデザイン

・コントロールの操作 と活用

③データの検索と抽出

・選択クエリと更新クエリ

・演算子を利用 した検索

④ レポー ト作成機能

⑤イベントとマクロ

⑥情報の有効活用

・Excelデータとの連携

・他のアプリケーションデータの利用

4お わ りに

一短期大学部における情報処理教育の残され

た課題一

情報処理D(2年 次秋1単 位)

(1)目 標

大量 にあるデー タを整理 ・格納 し、必要 に

応 じて検索 ・抽 出 ・加工 する ことがで きる シ

ス テムをデー タベース とい う。 この授 業で は

デー タベース ソフ ト(Access)の 演 習 を通 し

て 、データベ ース とは どの ような ものか、 ど

の よ うな場面 で必要 とされ、 どの ように利 用

され るのか 、 とい うことを学 んでい く。

(2)概 要

Accessを 使 用 して、デー タベースの基本操

作、 データベ ースの機 能 と役割 、 さらにデー

タベ ースが持 っている さまざまな処理技 法 を

以上、本学現代文化学科マスコミ情報コー

スにおける情報処理教育の概要を、情報処理

士認定カリキュラムの科 目を中心に見てきた。

各科 目の目標や概要は本文で述べた通りだが、

最後に現代文化学科マスコミ情報 コースの教

育全体に関わる論点を2点 だけ指摘 してまと

めに代えたい。

まず、情報処理士認定カリキュラムは、マ

ス コミ情報コースのカリキュラムの一部に過

ぎないという点が重要である。厂は じめに」

で も触れたように、マスコミ情報 コース全体

は主 として理科系 と言える情報処理教育と文

化系の科 目をバランス良 く学ぶことにより、
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全体 として情報のリテラシーと情報発信の能

力の両方を高めることを目指す もの となって

いる。従って、学生に対する教育 目標の到達

度を判定するためには、やは りマスコミ情報

コースの他の専門科 目も視野に入れて検証す

る必要がある。本稿では触れる余裕がなかっ

たが、専門科 目の中には、現代 日本語論、コ

ミュニケーション演習、デスク トップ ・パブ

リッシング演習などユニークなものもある。

これらの科目も視野に入れた幅広い検証によっ

て、はじめて情報処理教育も含めた本学学生

に対する教育目標の到達度を総合的に判定で

きるものといえよう。この課題には、他の教

員の協力 も得て、今後 も引き続 き取 り組んで

いきたい。

次に、学生に対する教育効果の判定のため

には、教員側が学生の理解度に常に注意をし
『て授業に臨むことも大切だが

、満足度や教育

効果についての学生側の主観的受け止めを知

ることも重要である。これについては、2000

年度からこのカリキュラムを受講 した学生の

アンケー ト調査 を実施済みである。この結果

を踏まえた詳しい分析は別稿で行 うこととし

ているが(注5)、 ここでは、アンケー トを参

考として学生の受け止めについて簡単に触れ

てみることとする。

それによれば、実技的科 目の多 くは比較的

好評で、「キーボー ドに慣れることができた」

「コンピュータを使 うのが楽 しくなった」 な

どと回答 した者が多かった。一方で、講義科

目、特に技術的 ・理論的な科 目については、

学生のレベルと講義内容のレベルにズレがあ

ると感 じる学生がいるようであ り、また、各

科 目の内容に一部重複が見 られるとの印象も

あるようである。学生の満足度を高め、同時

に教育効果を上げるためには、さらに、学生

の求める内容をよく把握 したうえで、必要な

教育内容の見直 しや、科 目間の細かな調整を

していくことが求められているといえよう。

以上の2点 は、今後も引き続き検討を進め

てい く課題としたい。

〔注〕

(1)情 報 処理士の称号付与のため必要 な科 目は、

「隋報処理士称号認定に関する規程」により、必

修科目(1):基 礎 ・理論科 目 〔2科 目以上4単 位

以上〕、必修科 目(2):技 能科 目 〔演習 ・実習科

目6単 位以上〕、選択科目 〔例示科目及 び情報教

育関連科 目の中から10単 位 以上〕 と定め られて

いる。さらに、「各例示科目の授業内容 について

その概要を示すとともに、読替 え科 目を()

書 で例示 し関係者の共通理解 を図るため」作成

された 隋 報処理関係カリキュラム ・・ガイ ドラ

イン」には、それぞれの科 目の概要について説

明があるとともに、読み替 え科 目の名称 も例示

されている(全 国大学 ・短期大学実務教育協会

『会則 ・称号認定関係規程集』(平 成10年4月1

日改正)に よる)。

本学のカリキュラムはこの規程に従 って編成

されたもので、規定上の科 目と本学開講科 目の

関係は本稿40頁 の表1の ようになる(2000年 度

開講時)。

(2)総 務省編 『情報通信白書』〔平成13年 版 〕(ぎ ょ

うせい ・2001年)4～5頁 による。ただ し、 こ

のことは必ずしもコンピュータの利用率の上昇

と結びついているわけではなく、携帯電話 ・PH

S端 末からのインターネット利用者が2000年 末 に

2,364万 人(前 年比約4倍)に 達したことによる。

白書も 「この増加がインターネットの普及 を大

きく推 し進めていることが確認できる」 とする。

この点に関してはさらに、「キーボー ドの利用が

不得意な人」が 「パソコンよりも携帯電話 ・PH

Sを 用いてインターネットにアクセスして」おり、

「携帯電話 ・PHSに よるインターネットは、パソ

コンの利用が不得意な人にも、 インターネット

利用を促す効果を有 していると考 えられる」 と

の指摘もある(同 書23頁)。 本学の学生 について

もこれと同様の傾向が指摘できる(本 稿30頁 図2-

8参照)。

(3)『情 報通信白書』(前 掲注2)も 「情報通信の活

用による社会の活発化 を図っていくためには……

国民全体が高度情報通信ネットワーク社会 に参

加 し、その恩恵を最大限に享受 してい くことが

重要である」として、「全ての国民の情報リテラ

シー向上に向けた取組」の重要性 を強調 してい
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る(119頁)。

(4)大 学審議会 「グローバル化時代に求められる高

等教育の在 り方について」(2000年11月22日 答申)

〈http://www.monbu.go.jp/singi/

daigaku/00000398/〉(【3】1(1))

(5)飯野守、太田信宏 「現代文化学科における情報教育

の課題1文 藝論叢38号(文 教大学女子短期大学部現代

文化学科・2002年3月刊行予定)

(2001年10月10日)

表1情 報処理士認定カリキュラムと本学開講科目との対応表

区 分 規定上あ科目
短期大学部科目

現代文化学科 教養 ・図書館学

必修(1)

4単 位

情報科学 情報科学(2)

情報処理論 情報処理概論(2)

必修(2)

(演習)

6単 位

表計算演習 情報処理B(1)

デ ー タベ ース 演 習 情報処理D(1)

マルチメディァ演習 マルチメディア演習(2)

プログラミング実習 プログラム演習(2)

選択

10単 位

情報文化論 情報文化論(2)

社会情報論 マスコミ概論(2)

情報倫理 コミュニケーション倫理と法制(2)

情報検索
情報検索演習1(1)

情報検索演習H(1)

情報ネットワーク論 情報ネットワーク論(2)

※短期大学部科目の()内 は単位数
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